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ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
の

現
状
と
限
界

今
回
は
、
私
た
ち
ノ
テ
福
祉

会
が
２
０
０
９
年
か
ら
本
格
的

に
研
究
開
発
し
続
け
て
き
た

「
ア
セ
ス
メ
ン
ト
入
所
」
に
つ

い
て
、
具
体
的
に
紹
介
し
て
い

く
。
そ
れ
に
当
た
り
ま
ず
は
ケ

ア
プ
ラ
ン
作
成
の
現
状
を
確
認

し
た
い
。

衆
知
の
通
り
、
介
護
保
険
法

上
で
は
事
前
に
ケ
ア
プ
ラ
ン
が

策
定
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
居
宅

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
策
定
ま
で
の
流
れ

は
、
現
状
を
把
握
し
、
今
後
の

生
活
に
向
け
て
の
目
標
を
設
定

し
、
本
人
や
家
族
の
要
望
も
確

認
し
て
、
ま
ず
原
案
を
作
成
す

る
。
こ
れ
を
「
サ
ー
ビ
ス
担
当

者
会
議
」
で
検
討
し
、
最
終
説

明
と
確
認
を
利
用
者
や
家
族
に

行
い
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
が
確
定
す

る
。現

在
ノ
テ
福
祉
会
で
使
用
し

て
い
る
書
式
は
国
が
示
し
て
い

る
標
準
様
式
に
則
っ
た
も
の
で

最
も
一
般
的
な
も
の
だ
が
、
改

め
て
そ
こ
に
記
載
す
べ
き
事
項

を
挙
げ
て
み
る
。

第
１
表
「
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画

書
（
１
）」
…
要
介
護
状
態
区

分
、
利
用
者
及
び
家
族
の
生
活

に
対
す
る
意
向
、
介
護
認
定
審

査
会
の
意
見
及
び
サ
ー
ビ
ス
種

類
の
指
定
、
総
合
的
な
援
助
の

方
針
、
生
活
援
助
中
心
型
の
算

定
理
由

第
２
表
「
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画

書
（
２
）」
…
生
活
全
般
の
解

決
す
べ
き
課
題
、
援
助
目
標

（
長
期
目
標
、
短
期
目
標
）、
援

助
内
容
（
サ
ー
ビ
ス
内
容
、
種

別
、
頻
度
、
期
間
）

第
３
表
「
週
間
サ
ー
ビ
ス
計
画

表
」
…
曜
日
、
時
間
帯
ご
と
の

サ
ー
ビ
ス
内
容
、
主
な
日
常
生

活
の
活
動

ま
た
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
柱

と
も
言
え
る
定
期
巡
回
・
随
時

対
応
型
訪
問
介
護
看
護
の
計
画

書
は
２
種
類
。

計
画
書
（
１
）
…
目
標
、
本

人
・
家
族
の
希
望
、
介
護
ま
た

は
介
護
・
看
護
の
提
供
時
間
帯

と
内
容
な
ど
。

計
画
書
（
２
）
…
課
題
、
長
期

目
標
・
長
期
目
標
と
機
関
、
サ

ー
ビ
ス
内
容
、
具
体
的
援
助
内

容
、
評
価

こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
書
式

に
は
細
部
に
わ
た
る
必
須
記
載

項
目
が
並
ぶ
。
計
画
書
の
基
と

な
る
の
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

が
自
宅
へ
訪
問
し
て
行
う
聞
き

取
り
や
観
察
、
情
報
収
集
で
あ

る
。
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
上
の
基

本
中
の
基
本
と
な
る
の
は
、
本

人
の
「
で
き
る
こ
と
」「
で
き

な
い
こ
と
」「
今
は
で
き
る
け

ど
や
っ
て
い
な
い
こ
と
」「
今

は
で
き
な
い
が
、
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
こ
と
」
の
明
確
な
把

握＝

ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
他
な
ら

な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
が
単
独
で
、
し
か
も
１

〜
２
時
間
ほ
ど
の
短
時
間
に
よ

る
聞
き
取
り
で
は
そ
れ
は
不
可

能
と
言
え
る
。
今
回
私
た
ち
が

行
っ
た
調
査
研
究
（「
更
な
る

地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進
を
目
指

し
た
多
職
種
協
働
の
ア
セ
ス
メ

ン
ト
手
法
の
汎
用
化
に
関
す
る

調
査
研
究
」
２
０
１
５
年
度
老

人
保
健
事
業
推
進
費
等
補
助
金

事
業
）
に
お
い
て
も
、
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
か
ら
は
、�
い
わ
ゆ

る
お
初
サ
ー
ビ
ス
の
時
や
介
護

度
変
更
が
生
じ
た
時
の
ケ
ア
プ

ラ
ン
の
作
成
に
お
い
て
、
利
用

者
の
本
当
に
で
き
な
い
こ
と
、

サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
事
柄
の
見

極
め
に
難
し
さ
を
感
じ
て
い

る
�
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

独
自
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト

シ
ー
ト
開
発
中
、
老
健

以
外
で
も

私
た
ち
が
提
唱
す
る
「
ア
セ

ス
メ
ン
ト
入
所
」
の
対
象
者

は
、
介
護
保
険
の
居
宅
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
者
、
も
し
く
は
利
用

予
定
者
で
あ
り
、
原
則
と
し
て

は
要
介
護
度
３
以
上
の
中
重
度

者
を
想
定
し
て
い
る
。
利
用
者

も
し
く
は
家
族
、
あ
る
い
は
居

宅
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
、
在

宅
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
の
ケ

ア
プ
ラ
ン
の
作
成
や
見
直
し
を

目
的
と
し
て
、
老
人
保
健
施
設

や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の

専
門
職
種
が
複
数
配
置
さ
れ
て

い
る
高
齢
者
施
設
へ
、
３
日
〜

１
週
間
程
度
入
所
す
る
も
の
で

あ
る
。

そ
こ
で
は
２４
時
間
を
通
し
て

本
人
の
心
身
機
能
や
、
介
護
の

必
要
状
況
、
意
向
や
好
み
等
々

の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
専
門
職
が

行
う
。

医
師
や
看
護
師
か
ら
は
医
療

面
に
つ
い
て
、
理
学
療
法
士
・

作
業
療
法
士
・
言
語
聴
覚
士
か

ら
は
リ
ハ
ビ
リ
面
、
介
護
福
祉

士
等
の
介
護
職
か
ら
は
介
護
に

つ
い
て
、
社
会
福
祉
士
等
の
相

談
職
か
ら
は
家
族
関
係
等
の
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
面
、
管
理
栄

養
士
か
ら
は
食
事
や
栄
養
に
関

す
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
う
の

で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
傷
病
名
・
Ａ

Ｄ
Ｌ
・
Ｉ
Ａ
Ｄ
Ｌ
・
Ｂ
Ｐ
Ｓ

Ｄ
・
精
神
機
能
・
心
身
機
能
・

栄
養
・
口
腔
・
居
住
環
境
・
家

族
状
況
・
介
護
力
等
々
の
ア
セ

ス
メ
ン
ト
に
基
づ
き
、
最
終
日

に
は
本
人
、
家
族
、
居
宅
の
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
も
加
わ
っ
た
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
催
す
る
。

そ
こ
で
課
題
を
整
理
し
長
期
目

標
、
短
期
目
標
、
居
宅
で
の
サ

ー
ビ
ス
内
容
、
サ
ー
ビ
ス
種
別

頻
度
期
間
を
提
案
し
、
居
宅
の

サ
ー
ビ
ス
計
画
案
に
連
動
さ
せ

う
る
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
提
案
す

る
。
こ
の
後
に
、
サ
ー
ビ
ス
担

当
者
会
議
を
経
て
、
ケ
ア
プ
ラ

ン
が
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
一
連
の
流
れ
は
「
ア

セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
」「
サ
ー

ビ
ス
計
画
書
Ⅰ
」「
サ
ー
ビ
ス

計
画
書
Ⅱ
」
の
３
種
類
、
計
３

枚
の
シ
ー
ト
の
項
目
に
ま
と
め

ら
れ
る
。

私
た
ち
は
、
こ
の
ア
セ
ス
メ

ン
ト
シ
ー
ト
を
研
究
開
始
か
ら

７
回
も
作
り
直
し
、
試
行
錯
誤

を
繰
り
返
し
て
き
た
。「
ア
セ

ス
メ
ン
ト
入
所
」
の
促
進
の
た

め
に
シ
ー
ト
の
簡
略
・
簡
素
化

を
目
指
し
、
本
年
７
月
に
は
最

終
版
を
完
成
さ
せ
る
べ
く
現
時

点
で
も
改
良
研
究
を
進
め
て
い

る
。ま

た
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
た

め
の
入
所
施
設
は
老
人
保
健
施

設
に
限
定
す
る
必
要
は
な
い
と

も
考
え
て
い
る
。
１
人
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
に
よ
る
居
宅
ケ
ア
プ

ラ
ン
作
成
の
現
状
の
改
善
を
目

的
と
す
る
こ
の
「
ア
セ
ス
メ
ン

ト
入
所
」
の
普
及
を
目
指
す
上

で
は
、
あ
く
ま
で
も
２４
時
間
単

位
で
状
況
を
観
る
こ
と
と
、
１

人
で
は
な
く
複
数
の
専
門
職
が

ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
し
て
居
宅
の

ケ
ア
プ
ラ
ン
に
連
動
さ
せ
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

（
つ
し
ま
医
療
福
祉
研
究
財
団

理
事
長
・
対
馬
輝
美
）

アセスメント入所利用の流れ

事前訪問

自宅の住環境の確認、生活状況について伺う

⬇
入所

入所期間は３～７日間。
状況に応じて延長可能。

⬇
アセスメントの実施

健康状態・心身機能・介護の状況など
各専門職が状態を確認。

⬇
居宅サービス計画（原案）作成

アセスメント結果に基づき、どのような
サービスが必要かを検討し居宅サービス

計画（原案）を作成。

⬇
カンファレンス

ご利用者・ご家族・担当ケアマネジャーと
一緒に居宅サービス計画（原案）について

検討会議を行う。

⬇
退所

在宅サービスの開始準備などで時間を
要する場合は、調整が終了後の退所になる。

⬇
モニタリング

退所後の経過確認のため、利用後１カ月～
３カ月を目安に自宅訪問を行う

第２回

「
で
き
る
こ
と
・
し
た
い
こ
と
」明
確
に
把
握

多
職
種
の
見
立
て
を
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
反
映
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